
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
の
解
答
例

次
の
よ
う
に
返
り
点
を
施
さ
れ
た
文
は
、
ど
の
よ
う
な
順
序
で
読

む
か
、
□
に
番
号
を
入
れ
て
み
よ
う
。

⑴　

□　

□　

□　

□　

□　

□
。

⑵　

□　

□　

□　

□　

□　

□
。

⑶　

□　

□　

□　

□
─　

□　

□
。

⑷　

□　

□　

□　

□　

□　

□
。

⑸　

□　

□　

□　

□　

□　

□　

□　

□
。

1

レ

レ

レ

レ

三

二

一

二

一

二

一

レ

二

一レ

下

二

一

中

上レ

【
答
】
⑴
　
1
　
3
　
2
　
6
　
5
　
4
。

⑵
　
6
　
5
　
1
　
4
　
2
　
3
。

⑶
　
3
　
1
　
2
　
5
─　

6
　
4
。

⑷
　
2
　
1
　
6
　
3
　
5
　
4
。

⑸
　
8
　
3
　
1
　
2
　
7
　
4
　
6
　
5
。

次
の
文
を
、
書
き
下
し
文
に
改
め
て
み
よ
う
。

⑴　

聞キ
テ

　

一ヲ　

以テ　

知ル　

十ヲ

。

⑵　

遂つ
ひ
ニ

　

迷ヒ
テ

　

不　
復ま

タ　

得　
路み

ち
ヲ。

⑶　

得テ　

天　
下ノ　

英　
才ヲ　

而　
教
─

育ス　

之こ
れ
ヲ。

⑷　

君　
子ハ　

欲ス　

訥と
つ
ニ
シ
テ

　
　

於　
言ニ　

而　
敏ナ

ラ
ン
ト

　
　

於　
行ヒ

ニ。

2

レ

レ

二

一レ

二

一

二

一

下

二

一

中

上

【
答
】
⑴
　
一
を
聞
い
て
以
て
十
を
知
る
。〔
物
事
の
一
部
を
聞
い
た
だ
け
で

全
部
を
理
解
で
き
る
。〕（「
論
語
」
公
冶
長
）

⑵�

　
遂
に
迷
ひ
て
復
た
路
を
得
ず
。〔
そ
の
ま
ま
迷
っ
て
し
ま
っ
て
、
も
う

二
度
と
道
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。〕（
桃
花
源
記
）

⑶�

　
天
下
の
英
才
を
得
て
之
を
教
育
す
。〔
天
下
の
優
れ
た
人
材
を
集
め
て

教
育
す
る
。〕（「
孟
子
」
尽
心
上
）

⑷�

　
君
子
は
言
に
訥
に
し
て
行
ひ
に
敏
な
ら
ん
と
欲
す
。〔
君
子
は
口
は
重

く
て
も
行
動
は
敏
速
で
あ
り
た
い
。〕（「
論
語
」
里
仁
）

次
の
読
み
方
に
従
っ
て
、
白
文
に
訓
点
を
施
し
て
み
よ
う
。

⑴　

陰
徳
有
る
者
は
必
ず
陽
報
有
り
。

　
　

有　
陰　
徳　
者　
必　
有　
陽　
報

⑵　

虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
子
を
得
ず
。

　
　

不　
入　
虎　
穴　
不　
得　
虎　
子

⑶　

夏
の
虫
は
与と
も

に
寒
を
語
る
べ
か
ら
ず
。

　
　

夏　
虫　
不　
可　
与　
語　
寒

⑷　

天
下
水
よ
り
柔
弱
な
る
は
莫な

し
。

　
　

天　
下　
莫　
柔　
弱　
於　
水

⑸　

悪
の
小
な
る
を
以
て
之
を
為
す
こ
と
勿な

か
れ
。

　
　

勿　
以　
悪　
小　
而　
為　
之

3
【
答
】
⑴
　
有ル
　

陰
徳
　

者ハ

必ズ

有リ
　

陽
報
。

　〔
人
知
れ
ず
善
行
を
重
ね
る
者
に
は
、
必
ず
よ
い
報
い
が
あ
る
も
の
だ
。〕

（「
淮
南
子
」
人
間
訓
）

⑵�
　
不ン

バ　

入ラ
　

虎
穴ニ
　

不
　

得
　

虎
子ヲ

。

　�〔
危
険
を
冒
さ
な
け
れ
ば
、
大
き
な
収
穫
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。〕

（「
後
漢
書
」
班
超
伝
）
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⑶�

　
夏ノ

虫ハ

不
　

可カ
ラ　

与ニ

語ル
　

寒ヲ

。

　�〔
夏
の
虫
と
は
、
冬
の
寒
さ
に
つ
い
て
一
緒
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。〕

（「
淮
南
子
」
原
道
訓
）

⑷�

　
天
下
莫シ
　

柔
─

弱ナ
ル
ハ　

於
水ヨ

リ。

　〔
天
下
に
水
よ
り
柔
弱
な
も
の
は
な
い
。〕（「
老
子
」
第
七
十
八
章
）

⑸�

　
勿カ

レ　

以テ
　

悪ノ

小ナ
ル
ヲ　

而
為ス

コ
ト　

之ヲ

。

　�〔
悪
い
こ
と
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に
小
さ
い
こ
と
だ
と
い
っ
て
も
、
し
て

は
な
ら
な
い
。〕（「
三
国
志
」
蜀
書
・
先
主
伝
注
）

言
葉
と
表
現
の
解
答
例

次
の
四
字
熟
語
に
つ
い
て
意
味
を
調
べ
、
訓
読
し
て
み
よ
う
。

⑴　

朝
令
暮
改　
　

⑵　

呉
越
同
舟

⑶　

傍
若
無
人　
　

⑷　

臨
機
応
変

⑸　

以
心
伝
心　
　

⑹　

不ふ

俱ぐ

戴た
い

天て
ん

1
【
答
】
⑴
　
朝
、
命
令
を
だ
し
て
、
夕
方
に
は
そ
れ
を
変
更
す
る
。
む
や
み

に
命
令
や
法
律
を
変
更
す
る
こ
と
。

　〔
朝
に
令
し
暮
れ
に
改
む
。〕

⑵�

　
仲
の
悪
い
者
ど
う
し
が
同
じ
場
所
に
居
合
わ
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
仲
の

悪
い
者
ど
う
し
が
共
通
の
利
益
の
た
め
に
手
を
結
ぶ
こ
と
。

　〔
呉
越
舟
を
同
じ
う
す
。〕（「
同
じ
く
す
」
で
も
可
）

⑶�

　
周
囲
の
人
の
目
な
ど
気
に
せ
ず
、
勝
手
気
ま
ま
に
振
る
舞
う
こ
と
。

　〔
傍
ら
に
人
無
き
が
ご
と
し
。〕

レ

二

一レ

三

二

一

下

二

一

上レ

⑷�

　
そ
の
場
そ
の
場
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
に
対
処
す
る
。

　〔
機
に
臨
み
変
に
応
ず
。〕

⑸�

　
自
分
の
気
持
ち
を
相
手
の
心
に
伝
え
る
。
禅
宗
の
言
葉
で
言
語
や
文
字

を
用
い
な
い
で
、
心
か
ら
心
に
伝
え
て
自
ら
悟
ら
せ
る
こ
と
。

　〔
心
を
以
て
心
に
伝
ふ
。〕

⑹�

　
同
じ
天
の
下
に
生
か
し
て
は
お
け
な
い
ほ
ど
、
深
く
恨
む
こ
と
。

　〔
俱
に
は
天
を
戴
か
ず
。〕

�

（
宮
　
利
政
）
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